
11
月
議
会
臨
時
会

議
案
第
86
号

今
回
の
条
例
改
正
は
、

小
学
生
及
び
中
学
生
の
通

院
に
係
る
医
療
費
を
福
祉

医
療
費
の
助
成
対
象
と
す

る
も
の
で
す
。
毎
年
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
の
期

間
に
お
い
て
通
院
医
療
費

の
自
己
負
担
額
が
５
万
円

を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の

超
え
た
額
を
助
成
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

問
　
助
成
の
対
象
額
を
通

院
医
療
費
の
自
己
負
担
額

が
５
万
円
を
超
え
た
額
と

し
た
根
拠
に
つ
い
て
は
。

答
　
通
常
の
医
療
機
関
に

係
る
場
合
、
医
療
費
や
薬

代
が
３
千
円
か
ら
４
千
円

か
か
り
、
定
期
的
に
通
院

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

図
れ
な
い
点
に
つ
い
て
の

休
止
は
、
致
し
方
な
い
と

い
う
ご
意
見
と
代
替
案
の

質
疑
に
対
し
て
、
小
中

学
校
の
プ
ー
ル
の
開
放
、

十
二
坊
温
泉
ゆ
ら
ら
の
子

ど
も
用
プ
ー
ル
、
民
間
の

プ
ー
ル
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
と
説
明
を
し
ま
し
た
。

問
　
代
替
案
は
来
年
の
夏

に
間
に
合
い
ま
す
か
。

答
　
条
件
が
整
え
ば
、
総

合
的
に
判
断
を
し
て
い
く

が
、
令
和
２
年
の
夏
ま
で

に
判
断
を
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
9１
号

災
害
弔
慰
金
の
支
給
条

例
の
、
自
然
災
害
に
よ
る

災
害
を
受
け
た
世
帯
主
に

対
し
て
貸
付
け
の
償
還
金

の
支
払
猶
予
、
償
還
免
除
、

報
告
等
、
一
時
償
還
お
よ

び
違
約
金
に
つ
い
て
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

問
　
国
、
県
、
市
ど
こ
が

貸
し
付
け
る
の
で
す
か
。

答
　
上
位
法
に
よ
る
市
の

条
例
改
正
で
あ
る
た
め
、

貸
付
け
の
判
断
も
猶
予
や

合
は
５
万
円
ほ
ど
か
か
る

た
め
、
５
万
円
を
超
え
て

複
数
の
病
院
に
か
か
る
人

な
ど
に
助
成
を
す
る
も
の

で
す
。

問
　
市
民
へ
の
周
知
徹
底

に
つ
い
て

答
　
広
報
こ
な
ん
以
外
に

徹
底
す
る
た
め
の
手
段
は
、

小
学
校
、
中
学
校
へ
チ
ラ

シ
を
配
布
し
ま
す
。
県
内

の
医
療
機
関
に
も
チ
ラ
シ

を
配
布
し
ま
す
。

問
　
財
源
措
置
に
つ
い
て

答
　
経
費
は
償
還
払
い
な

の
で
１
月
か
ら
３
月
末
ま

で
の
３
か
月
間
、
臨
時
職

員
の
人
件
費
、
医
療
費
、

事
務
的
経
費
を
合
わ
せ
て
、

１
５
０
０
万
円
ほ
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
財
源
に

つ
い
て
は
、
予
算
組
み
替

え
、
消
費
増
税
分
の
交
付

金
な
ど
で
何
と
か
賄
え

ま
す
。

問
　
今
回
の
議
案
提
案
に

つ
い
て
、
市
長
は
議
会
が

決
議
を
上
げ
た
こ
と
に
つ

い
て
一
言
も
触
れ
て
い
な

い
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

答
　
市
長
と
の
協
議
で
は
、

議
会
も
決
議
さ
れ
、
市
民

免
除
等
の
判
断
も
市
が
行

い
ま
す
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
92
号

消
費
税
率
引
き
上
げ
に

よ
る
低
所
得
者
の
介
護
保

険
料
軽
減
が
来
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
ま
す
。
所
得
段

階
が
第
１
段
階
か
ら
第
３

段
階
の
介
護
保
険
料
の
額

に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
う
。
ま
た
普
通
徴
収
に

係
る
保
険
料
の
納
付
の
第

１
期
を
４
月
か
ら
６
月
に

改
正
し
、
納
付
回
数
を
12

期
か
ら
10
期
に
改
正
す
る

も
の
で
す
。

問
　
保
険
料
の
年
額
は
減

額
だ
が
、
納
付
回
数
が
減

る
こ
と
に
よ
り
、
１
期
の

支
払
額
が
増
え
る
こ
と
の

周
知
は
。

答
　
広
報
２
月
号
に
掲
載

し
該
当
す
る
対
象
の
方
に

個
人
通
知
を
出
し
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
１0４
号

令
和
２
年
４
月
１
日
か

ら
民
間
移
管
す
る
６
園
の

内
、
５
園
は
社
会
福
祉
法

人
で
あ
る
た
め
、
行
政
財

産
使
用
料
徴
収
条
例
に
基

か
ら
の
要
望
も
強
い
こ
と

か
ら
、
優
先
順
位
を
上
げ

た
対
応
で
す
。
市
長
が
ふ

れ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、

提
案
理
由
に
そ
ぐ
わ
な
い

こ
と
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

問
　
１
月
１
日
か
ら
１
年

間
と
い
う
こ
と
で
、
会
計

年
度
と
異
な
る
理
由
は
。

答
　
１
月
実
施
に
つ
い
て

は
、
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
と
も
協
議
し
、
で

き
る
だ
け
早
く
実
施
し
た

い
と
の
こ
と
か
ら
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

12
月
議
会
定
例
会

議
案
第
90
号

令
和
２
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
雨
山
市
民
プ
ー
ル

を
廃
止
す
る
条
例
改
正
で

す
。
昭
和
63
年
に
開
設
し
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
み
利

用
者
の
安
全
確
保
が
で
き

な
い
状
況
、
監
視
員
の
成

り
手
も
な
い
と
の
説
明
で

し
た
。

問
　
以
前
の
福
祉
教
育
常

任
委
員
会
で
の
説
明
は
。

答
　
プ
ー
ル
の
休
止
に
つ

い
て
議
論
さ
れ
、
老
朽
化

に
よ
る
利
用
者
の
安
全
が

づ
く
減
額
基
準
に
お
い
て
、

社
会
福
祉
法
人
が
、
社
会

福
祉
事
業
を
行
う
目
的
で

市
の
有
す
る
土
地
を
使
用

し
て
施
設
等
を
設
置
す
る

場
合
、
財
産
使
用
料
の
年

額
４
分
の
３
を
減
額
す
る

と
規
定
し
て
い
る
。

今
回
、
民
間
移
管
す
る

残
り
の
１
園
水
戸
保
育
園

は
、
株
式
会
社
に
移
管
す

る
た
め
、
他
の
社
会
福
祉

法
人
と
同
様
に
、
相
手
方

の
移
管
事
業
者
に
、
土
地

の
評
価
額
に
1
0
0
分
の

５
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら

当
該
額
に
４
分
の
３
を
乗

じ
て
得
た
額
が
減
免
額
と

す
る
も
の
で
す
。

問
　
水
戸
保
育
園
の
減
免

額
は
い
く
ら
で
す
か
。

答
　
年
額
1
5
2
万
７
８

９
９
円
が
減
額
後
の
貸
付

金
額
で
、
現
在
の
評
価
額

で
4
5
8
万
３
６
９
９
円

が
減
免
と
な
り
ま
す
。

問
　
減
免
貸
付
期
間
が

20
年
に
な
っ
た
理
由
は
。

答
　
今
後
、
水
戸
保
育
園

は
建
替
え
を
さ
れ
る
の
で
、

最
低
20
年
間
は
運
営
を
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

福祉教育
常任委員会
11月議会臨時会
付託案件 １件
12月議会定例会
付託案件 4件
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湖
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